
おおさかニューロジ計画おおさかニューロジ計画 - 開削による表裏共存の提案 -- 開削による表裏共存の提案 -

ニューロジとは
既存の街区を切断し、 切断の断面から賑わいを表出させるロジのこと



00 背景

裏

01　敷地 大阪の中心エリア

挟 ま れ た 地 域

そ の 他 の 人

対 象 地

そ の 他

梅 田

難 波

・ 高 層 ビ ル が 建 ち 並 ぶ 地 域
・ 富 裕 層 が 住 む 地 域
・ 容 積 率 が 高 い 地 域

・ た く さ ん の 人 が 来 る 地 域

02-1　Research1 敷 地 分 析
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なんば

今回の提案は大阪の中ノ島から
難波までを提案としますが、
靭公園北部分を対象地として扱います

分析 2 ： 表と裏の関係をよみとく分析 1 ： 大阪の都心エリアを分析し、 人の流れをよみとく

表
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▽

都市化が進むにつれて便利になっていく日々の生活。 都市化が
進むと繁華街周辺地域にはたくさんの人が訪れるため地域の人
は建物のなかに生活を隠してしまい表裏を分断した窮屈な地域
となってしまっている。 その表裏分断した都市が当たり前の日々
をつくってしまっているのではないかと考える。 そこで本計画は
建物を開削することで新しいファサードが存在する表裏共存した
「ニューロジ」 を設け、 当たり前になっていた日々の生活を再認
識させる空間を提案する。

街区にぎりぎりまで建つ建物で私有地が建築の箱の中におさまっていることが
わかる。

▶さらに繁華街に近いことから低層の建物より中高層の建物が多いことから路地が
建物の裏側要素となり生活の場が溢れる場所を失わせる

建物の中が見えにくい

1 階をピロティ化して
私物をだす
もしくは公的道路に
私物をだす

モノ置き場のようだ

0３-1 基本的な考え方

1. 既存建築
（街区）

2. 街区にロジを通す 3. 断面を切り開く 4. 生活が表出する生活 表出す
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分析１による人の流れをよむ 東西南北に通る
碁盤の目のグリッド
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重ねる 東西方向は人の変化がある軸
南北方向は様々な用途の人が混在

した軸として設ける

＋ ＝ 抜粋
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開削による生活の表出と引き算による新しいファサード
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普段というのは日々の生活であり人の動き自体であり、 人がいないときにその
行為が想像できる形跡である。 それらの日常を踏まえ、 この町に溢れる普段
の抽出化をニューロジへ落とし込む

「人がいるとき」

「形跡」

こ の 町 に 溢 れ る 普 段 の 形 跡 と 行 為 を 抽 出 す る

日常は
ファサードに付随する

0２-2　Research2

▷この三つのルールを
『ニューロジ』へと用い
日常を再認識できる空間へ

ニューロジの設け方03-２　都市に対する提案

なんば→働く人と住む人が
中心であるが繁華街が
近いことからたくさんの人が
訪れる地域である

▷建物の中に生活を隠して
しまう窮屈な都市になってしまう
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05-1 平面計画

05-2 断面計画

街 区 の 中 に ロ ジ を 設 け る

内 側 の 生 活 感 が あ ふ れ だ す

1  5ｍで開削する

建物が５ｍ開削され
裏の要素が表出する

裏の要素が表出されることで
ここに在住する人の使い方が

変わりだす

5ｍ

2  日常をプラスする

表で抽出した日常をさしこみ
開削の後の裏の要素も

ニューロジに染み出すことで
表裏が共存する

建物として成立するように
一部の表出を残し、

ニューロジの空間が建物へ
入り込む

3　境界線をつける

5ｍ 5ｍ

生活のにじみだしが
立体化する

上階が隣の建物と
合体したテラスに

1階の表側道路から
キッチンカーが
ニューロジまで入り込む

03-3 ディティールの検討 断面を開削した後の『ふさぎかたの8つのルール』

1. まっすぐの壁 ・ ガラス 2. 壁とスラブ 3. かたむく壁 4. 低めの壁 5. 斜めの壁 6. スキマのある二重壁 7. 開口部と壁 8. 囲う壁
・ ものがよりそう
・ 人がうつる

・ あいだにたまる空間
・ あいだにものが溢れる

・ 内と外を柔らかくつなぐ ・ 屋外をゆるくつなぐ
・ 屋外空間の公私混同

・ 軸のずれがあまりの
空間となり溜まり化する

・ 細かい場所にモノが溢れる
・ 人と人がぶつかり合う

・ 人の動く影がうつる
・ 風や匂いが通り抜ける

・ 半屋外のゆるいたまりへ

5ｍ
2  断面のふさぎ方と工夫 

裏が表出する

建物が開削されたことにより
建物自体が半屋外となる
半屋外から生活が現れる

1  5ｍで開削する

既存の表側立面

0６ 既存の表側立面とニューロジで形成された立面

人影が見える

このレストランってどういった感じですか 誰かこのなかにいるのかなあ

開放的だけど周りの視線が気になって
休憩しづらいなあ

中じゃ窮屈だし外で吸おう あそこの人は乾杯してるなあ

みんな外が私物化して過ごしやすくなったな

このレストラン雰囲気よさそうやね

既
存
道
路

ニ
ュ
ー
ロ
ジ

外でごはん最高だなあ

みんなの生活が充実してるね

0４ まちのビジョン

裏：建物内

表：既存の道

ニ ュ ー ロ ジ （ 表 裏 共 存 の ロ ジ ）

ロ ジロロ ジ

表

）ジジジ

存存の

裏

既存の道(表）建物内（裏）でもない
新たな「ニューロジ」（表裏）により生活
の場があふれ能動的な生活の場となり
この街の人の日常をまもり、大切にし、

自分らしく生活できるようなマチを提案します

ニューロジ立面

2  断面のふさぎ方と工夫 1  5ｍで開削する 2  断面のふさぎ方と工夫 1  5ｍで開削する



0７. 平面図 S=1 ： ４00
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ロジ上に溢れる生活

建物内の生活をロジへ

ロジ上に生活が溢れる

異なる家が上階でつながる

開削で建物縮小化で公園化

外側とロジ側がつながる
カーテンで見え隠れする生活

立体的に生活が凸凹する
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これらの経過により表裏共存したニューロジを設け

すごくにぎわったマチの提案ではなく、 この地域の人にとっての生活の場を充実させ

都市空間にとらわれない自分らしい生活空間を送れる場となります

08 表裏共存によってうまれた新しい生活空間
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